
(主に加入金・長期前受金戻入)

営業外費用等
(主に利息)

（ ）内は前年度比増減

(補助金等)

（ ）内は前年度比増減

他

（ ）内は前年度比増減

（ ）内は前年度比増減

(△22,106,085) (△28,981,900)

資本的収入

861,334,278

企業債

613,800,000

国庫補
助金

他

57,634,278

(△807,031,358) (4,836,119)
911,276,137

(△19,660,562) (△19,660,562)

基準内

基準外

計

繰入の状況

( )内は前年比
増減 1,466,160,462 562,199,938 2,028,360,400

(△6,875,815)

42,338,008

47,927,413

損益勘定留保
資金

減債積立金

当年度利益剰
余金処分額

2,553,084,462
(2,444,318)

807,695,786
(△60,147,578)
損益計算書参照

当年度分消費
税及び地方消
費税資本的収

支調整額

当年度末(処分後)残高

0
当年度分

1,428,930,563

過年度分

減価償却費、資産減耗費等

企業債償還金等

雨水関係 計 備 考

(△298,600,000)

200,000,000

13,297,856

619,312,000
未処分

＋

処分

＝

969,859,001
①

繰越利益剰余金
404,501,223

未処分利益剰余金

1,212,197,009

②繰越利益剰余金

4,674,469,195
(161,699,726)

消費税及び地
方消費税除く

＝
2,151,805,840

4,092,423,277
(165,881,769)

2,531,066,914
1,428,930,563

長期前受金戻入等
1,102,136,351

＝－
不足額

189,900,000

(△796,647,459) (△461,000,000) (△37,047,459)

〈業務の状況〉

減価償却費、資産減耗費等

250,172,775
③

＝

長期前受金戻入
204,544,174

(△5,547,780)

①
②
③
④
⑤
⑥

⑨
⑩
⑪

営業費用

①
資本的収入

563,379,255
(△8,358,017)

収益的収入

2,645,457,040
(△200,041,246)

未処分利益剰余金

413,333,399

収益的支出

2,470,213,152
(△99,241,709)

＝

2,296,137,197
(△ 92,382,555)

109,121,360

損益計算書参照

当年度純利益

(△147,740,062)
861,809,757

その他

40,330,617
企業債

収益的収入

資本的支出

②
③
④

②440,800,000
(23,700,000)

議決

⑬
⑭

〈業務の状況〉

接続率
処
理
水
量

⑦
⑧

2,977,007,932
(63,330,540) [105,384,714]

↑

当年度分消費
税及び地方消
費税資本的収

支調整額

建設改良費(主に工事請負費、委託料）
戸川猿渡導水管、下大槻峰の下送水管改良工事等

399,760,154
(△19,300,973)

[人件費、委託料、維持補修費等 1,381,394,094] [減価償却、資産減耗費 914,743,103]
営業費用

174,075,955
(△6,859,154)

－ ＝

1,169,859,001
(132,747,922)

914,811,645
消費税及び地
方消費税除く

未処分

営業収益
（主に水道料金収入)

2,245,696,886
(△180,740,273)

営業外費用等
(主に利息)

1㎥あたりの収入

(△95,090,679)

＋
繰越利益剰余金

304,212,039

不足額

710,267,471

損益勘定留保
資金

営業外収益等

[43,472,379]
↑

(前年度比)

(前年度比)

補填財源残高
①+②

1㎥あたりの処理費用

582,045,918
(△4,182,043)

140,680人
129,037人

91.7％
80,267個
71,152個
88.6％

[他会計補助金 1,431,778,462] [長期前受金戻入 1,077,833,621]

当年度純利益

[減価償却費、資産減耗費 2,531,120,754]

処理損失が拡大

⑤
⑥

⑪
⑫

処分

営業外収益等
[下水道使用料 2,309,663,280] [雨水負担金561,959,938]

使用料単価
汚水処理原価

141.40円
150.04円
△8.64円

(△1,021人 △0.72％）
(54人 0.04％）
(0.7ポイント）
(547 0.69％）
(859 1.22％）
(0.4ポイント）
(△200,445㎥ △1.73％)
(22,457㎥ 0.72％)
(2,201㎥ 0.48％)
(△175,787㎥ △1.16％)
(270,822㎥ 1.86％)
(△1.45円 △1.02％)
(△0.02円 △0.01％)
(△1.43円 △16.55％)

11,376,854㎥
3,136,314㎥

14,851,851㎥年間有収水量

接続済メーター数

⑨
⑩

中央処理区
大根･鶴巻処理区

西部処理区
合計

457,357㎥
14,970,525㎥

給水人口
水道普及率
総給水量
有収水量
有収率
県水受水量
県水割合
供給単価

114.53円給水原価

処理区域内人口
水洗化人口
水洗化率
区域内メーター数

△11.28円販売損益(⑨-⑩)

分流式に要する経費 445,660,099 福祉減免補填 7,488,400

2,101,863,981

(277戸 0.36％)
(△768人 △0.47％）
(0.01ポイント)

(187,647㎥ 1.03％)

(単位：円)

(単位：円)

過年度分
412,750,757

170,160,000

213,490,000

65,409,000

④繰越利益剰余金
300,000,000

1,566,772,887
(△1,677,844)

補填財源残高
①+②+③+④

(△0.17ポイント)
(337,000㎥ 7.88％)
(1.44ポイント)

⑦
⑧

1,013,011,963
(12,784,747)
453,148,499

562,199,938
(△22,106,085)

1,575,211,901
(△9,321,338)
453,148,499

資本的支出

3,013,140,118

建設改良費(主に工事請負費、委託料)

汚水関係

資料２ひと目でわかる令和２年度秦野市上下水道事業会計決算の概要

122,579,255
(△32,058,017)

910,931,960
(△157,646,850)

企業債償還金等

[人件費、委託料、維持補修費、処理負担金等 1,561,302,523]

当年度末(処分後)残高

(償還金・基金積立金)
514,257,052
(1,548,771)

他
営業収益

減債積立金

建設改良積立
金

976,269,495
①

78,288戸
163,866人
99.89％

19,775,665㎥
18,478,166㎥

93.44％

議決

令和3年10月11日 上下水道局経営総務課

【水道事業会計】

【公共下水道事業会計】

1㎥あたりの収入
1㎥あたりの製造費用
販売損失が拡大

(△16.93円 △14.08％)
(△6.55円 △5.41％)
(△10.38円 △92.02％)

(237,386㎥ 1.21％)

収益的支出

5,530,092,394
(65,774,858)

(△156,098,079)
1,425,189,012

処理損益(⑫-⑬)

(△802,195,239)

浄水管理センター汚泥処理棟建設工事等 （その他資本的支出 56,735含む）

4,615,870㎥
23.34％
103.25円

給水戸数


